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福島大学金谷川キャンパスの自然と歴史を紹介する 
看板を設置しました 

 

 

福島大学食農学類の藤野正也准教授が代表を務めるプロジェクト研究所「金谷

川キャンパス生物多様性保全・活用研究所」は、2025年 3月 11日に本学金谷

川キャンパスの自然と歴史を紹介する看板を学内に設置しました。看板ではキ

ャンパス内の生物多様性やキャンパスを利用した研究を紹介するほか、キャン

パスに鎮座する「はっつけ地蔵」の紹介や、大学周辺の古道を紹介していま

す。 

 

本学食農学類の藤野正也准教授が代表を務めるプロジェクト研究所「金谷川

キャンパス生物多様性保全・活用研究所」は、2025年 3月 11日に福島大学金

谷川キャンパスの自然と歴史を紹介する看板を本学フクニチャージ図書館前の

松林に設置しました。 

 もともとこの場所には福島大学の地名を｢松川町浅川字直道｣から｢金谷川｣に

変更したことによって消滅した字名を解説する看板が設置されていましたが、

経年劣化により印字等が不鮮明となっていました。 

 キャンパス内には多くの生物が生息していることが調査によって明らかとな

っており、環境省や福島県のレッドリスト掲載の維管束植物が 8 種、チョウ類

が 2 種、鳥類が 2 種確認されていますが、このような情報は学生や教職員には

周知されていません。そこで看板ではキャンパス内の生物多様性を重点的に紹

介することとなりました。さらに、より詳細に知ってもらい、より生物に関心を

持ってもらえるよう生物調査の結果を記した論文へのリンク（QR コード）を掲

示しました。また、看板を設置した松林内で行われている研究も紹介し、キャン

パスがどのように研究に活用されているかを広く知ることができます。 

 さらに、看板を設置した松林内に鎮座する「はっつけ地蔵」や大学周辺の古道

についても近年になって研究が行われたことから、これらの研究成果へのリン

ク（QR コード）も掲示し、生物多様性に留まらず、金谷川キャンパスの歴史に

も親しんでいただけるような内容となっています。福島大学にお越しの際は、ぜ

ひご覧下さい。 
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金谷川キャンパス生物多様性保全・活用研究所とは 

福島大学内に設置されたプロジェクト研究所（研究グループ）。2024年 4月に

設置。食農学類、共生システム理工学類、環境放射能研究所の 8名で構成。金

谷川キャンパスの生物多様性を維持し、教育活動や研究活動に活用すること

を目的としている。 

 

■設置した看板 
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■看板の詳細 

 

 

 （お問い合わせ先） 

食農学類・准教授 藤野正也 

電 話：024-548-8432 

メール：fujino@agri.fukushima-u.ac.jp 


